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研究集会のご窯内!

大図研京都支部の研究集会を下記のように開催します。会員の皆さんの積極的な参加を

お願いします。(詳しくは 6月号に掲載予定)

13 時 1 9 9 9年 7月 3日(土) 午前 10時~午後 4時(
会場 立命館大学国際平和ミユ一ジアム 209号室 ) :二 九へi 工 5介f 
テ一マ r 2 1世紀の図書館員を考える J(仮称)勺τ
5講茸演 篤場俊明氏 甲南大学教授
報告 井上雅人氏 立命館大学情報センター(図書館職員)

資料費 一人 500円

支部総舎のご窯~!
下記の要領で 19 9 9年度大図研京都支部総会を開催します。総会は意見交換の場、会
員の交流の場でもあります。日頃職場も別々で対面交流が出来にくいので、総会を機会に

会員相互の交流親睦を深めましょう! 今から予定を入れておいて下さい。

鑓曾日程 f守99年7F.117日(土)(辞舗は6自畢IZ調睡}

vurikamone (大菌研京都支部メーリシヴリスト)入金申込べーヲ 4
htto://kuee2.kuee.kvoto-u.ac.Io/librarv/vurikams.html 

国是腫軍書ヘ轟轟書.J.重量鹿骨a量量豊込遍

名前:大網浩一(おおつなこういち)

所属:京都大学附属図書館情報サーピ

ス課資料運用掛

職場:百L: 075-753-2632 
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選幸重曹轟替え101:1.'. → 1t..~"Q 
会員の皆さん!

大図研の会費は規定では藍塾盟となっていますので、 6月末までに 19 9 ~年度会費の
納入をお願いします。会費は年額 6千円(支部費も含む)です。活動するには先立つもの

はお金、会費が唯一の収入の本会でほ、これがないと活動が出来ません。みなさんのご協

力をお願いしますコ

第守…一一1 999年 5月 11日(火)同志社大学クローパーハクス(午後 7時-9時)

出席:篠原、竹本、中嶋、岡北、井上、呑棒、大館

I報告事項1
1 .会員情報 ・現在の支部会員数 97名(前回から増減なし)
2. 財政情報 ・19 9 8年度会費納入者 9 0名(前回から 1名増)

. 1 9 9 7年度会費未納者 1名(前回と同じ)

I審議事項1
1 .研究集会について
・日時 7月 3日 (士 10 00"-16 00  
・会場 立命館大学国際平和ミュージアム 20 9号(収容 50名)
・テーマについては「図書館員Jに焦点をあてたものになるが、どういう視点か
らとらえるかさらに詰める必要があり。
・講演者である馬場俊明氏に講演内容についてこちらから要望を伝えるためさら

に支部委員で話し合う必要がある。
・立命館大からの事例報告を入れる。
・コーディネータ一役の候補者に依頼する c
・会場費午前 g， 000円午後 10，000円終日 15，200円
・打ち合わせ会を 5月 17 13 (月) 19:00に同志社大クローパーハワスで行う c

2. 支部総会について
・議案書討議
・活動総括として例会活動の成果を強調する。
・特別事業基金を使って支部報復刻版の作成・発行することに触れる。

3 .支部報について
1) 5月号について /数珠つなぎ(高橋愛さん)
2) 6月号について 議案書/数珠つなぎ(竹本さん)
4.支部報護刻販の発行について
5 _研究集会打ち合わせ会
5月 17日(刃) 1 9 0 0 (同志社大クローパーハウス)

6 .次回支部委員会 6月 8日(火) 19:00--'" 
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新連載小説第 17回

「じゃあ、またの機会にね J
「・・・・・・・・?J 

グ .:::L 

と云って陽子は社員食堂の方へ急ぎ足で去った。
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? 
茜臣浩

私も急いで家に帰ると自転車に乗り換えて出かけた。道行く人も残暑にうんざりしてい

るように見えた。暑いからと云う訳じゃないけど、だんだん銀行へ行く決心が鈍りがちに

なってきた。残金がゼロじゃないだろろうかという思いがしてきて不安になった。もし、
ゼロだったら、こんな馬鹿馬鹿しいことはない。解約する意味がないじゃないか。「残金

は何もありません」と云われた時を想像すると気持が萎えてくる。行くのはやめようかと

思った。私はついに自転車の方向を通行人とぶつかりそうになりながら変え、引き返し始

めた。

でも、このまま家に帰るのなら、いったい何のために休みを取ったんだろうと考えると

空しい気がしてきた。もしかして、何千円かあったらと考えた。いろいろと思案の結果、

ふと良いアイディアが浮かんだ。それは、まず 1万円預金をしてみれば残金も解るし、恥
もかかなくてすむし、取引銀行だって、 1つぐらい増えたって良いじゃないかと思った。
私は元気が出てきて、自転車の方向を勢い良く変えて銀行へ行った。
窓口に行くのは気が引けたので、 ATMで 1万円を入金した。私はATMが吐き出した

預金通帳を恐る恐る眺めた。そして、急に嬉しくなって笑ってしまった。
残高が 5万 7千円になっている 4万 7千円も残っていたのだ。咋日の損を一度に取り

返したと思うと気分が浮き浮きしてきた。

私は、早速胸を張って窓口に行き、住所変更届けと改印の手続きをした。昨日とは正反

対の気分で私は手続が済むのを待った c 解約もしなかった。銀行を出ながら、私はもう一

度金額を確かめた。間違いなかった。これであのダイヤの分も取り返せたぞ、この通帳も
私の物だと思うと暑さも忘れた。自転車のベタルまでが軽くなったように感じた。

途中で喫茶庖に入った。植木が良く繁った感じのいい庖だった。コーヒーを味わいなが

ら、私はくつろいだ気分に慕った。なにか妙に豊かな気分になっていた。喫茶庖を出た後

は、本屋さんにより週刊誌を買って帰った。

今日は美穂も圭子も迎えに行かなかった。私は家に帰ると自分の部屋に寝ころんで一人

充実していた。やがて、淳一が帰ってきて、私の部屋を覗き、「お父さん、今日も早いん

だね」と云った。続いて美穂がブラブラと帰ってきた。そろそろ圭子も帰ってくる頃だと

と思って待っていた。

ところが急に電話が鳴りだした。出ると圭子からだった。
「帰ってたの? 助かったわ! あなた今 8万円持ってる?J 
「どうしたんだ? J私はピックリした。宝子の声は切羽詰まっていた。
「あったら持ってきて欲しいと思って

「だから、いったいどうしたんだ?J 
私は圭子が会社でなにかとんでもない事をしてしまったのではないかと不安になった。

(次号に続く)

今月の「数珠つなぎ 高橋愛さんへ」
5月の連休に故郷の大分に帰省しました。大今分自動車道の別府湾 SAで休憩し、ふと下
を見たら、 SAの直ぐ下の広い台地で大きな工事が行われていて看板を見たら立命館アジ
ア太平洋大学の建設工事でした。別府湾が一望できる高台です。振り向けば高原が広がる

素晴らしいところです。南米のリオの町を想像させる別府市・大分市の町並みが眼下に広
がっています。勉学には非常にいいロケーションだと思いましたよ。ぺ編集子)
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@一e-...-..ー@一...一@一..-....-.-..-.-・・・@一@
| 好評の連載コーナー11 • 

@ 立命館大学 図書館 たかはし あい

@大国研京都獄つなぎ第38目 高橋 愛 さん @ 

@一...一..一@一..一@一...-・・@一..一@ー...ー..一@一..

ドキドキ e ヒヤヒヤ それでも飽

大学職員として、働き始め早 l年が立ちました。学校法人立命館が、 2000年 4月、大分

県別府市に立命舘アジア太平洋大学 (RitsumeikanAsia Pacific Universi守:APU) を関学します

が、 APU専任職員として、現在、立命館大学で研修を行いながら、関学の準備をしてい

ます心今でも、昨年 4月に鳥井さんと、こんな会話をしたのを覚えています。

鳥高橋さん、司書の資格は?J 

高:川、いえ。」

烏図書館で働いたことは?J 

高:円、いえ.. . J 

烏 ・・・・・・・」

高 ・・・・・・・」

今思えば、大学生の時、夏休みに地元の図書館が会議室を中・高校生の学習室として開

放した時に、見張り役のお姉さんとして働いたことがあったような気がしますが、それは

図書館勤務経験ありとは言えませんよね。ということで、周囲で飛び交う図書館言葉に当

初は r????J、違う世界に来たようでした。

この 1年間、業界用語には慣れてきましたが、いまだに右往左往しています。関学まで l

年を切り、「新しい大学ができるのねえ」というドキドキが、「本当に私、大丈夫かあ?j 

というヒヤヒヤに変わってきていますc

APUが関学する大分県別府市は私の生まれ育った町です。ご存知の通り、温泉都市と ( 

して有名ですが、じゃ、他には?といえば、お猿さん(でも、高崎山は本当は大分市)、

地獄 (helJではありません、いわば温泉の変化形の観光スポット)と、ちょっとダサく、

おとなりの湯布院とおしゃれ度には差をつけられているようです。人口も私の記櫨がある

この 20ウン年間はずーと 12万人あたりを横ぱいで高齢化のみが進んでいる、「活気があ

るとはお世辞にも言えない町かも知れませんc こんな皮肉屋の私でも、ちょっと自

慢できるのは、その風景です。東に海、西に山々。朝、山手から海岸方面へ車を飛ばして

みると、太陽が静かな水面をきらきらと照らしている様子を見ることができますc 空が澄

んでいるときには、遠くは四国まで見渡せます。以前、大分市方面へ車通勤をしていた私

にとってはそれが朝の楽しみでした。京都暮らしは楽しいのですが、時々、海がある風景

が悲しくなります。

今回、 APUのキャンパス地となるのは別府市の十文字原です。郊外の高台にあり、今は

まだちょっと不便なところですが、ここからの景色ば格別です。来年、関学したときは是

非見にいらしてください。 (コメントが 3ページにあります)
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